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２ 家畜衛生対策事業 

消費・安全対策交付金事業を活用し、各種調査及び衛生指導を実施し、家畜の生産性の向上及び安

全で高品質な畜産物の安定供給を図る。 

（1） 監視体制整備対策 

ア 家畜伝染病防疫対応強化事業 

  飼養衛生管理の向上を図るため、家畜飼養者等に対する衛生管理指導を実施した。 

実施内容 実施戸数 備考 

衛生管理指導 376  乳用牛153戸、肉用牛162戸、豚53戸、鶏8戸 

 

イ 家畜衛生関連情報整備対策事業 

畜産農家からの情報や病性鑑定成績を基に、家畜衛生に関する対策及び疾病の発生状況等の情

報を収集・分析し報告及び農家への情報提供をした。 

区分 実施件(回)数 備考 

情報の収集 137件  家畜飼養農家の病性鑑定成績等から得た情報の調査･分析 

家畜衛生情報提供  44回  家畜衛生に関する対策及び疾病の発生状況等の報告 

 

（2） 危機管理体制整備対策 

ア まん延防止円滑化対策事業 

  高病原性鳥インフルエンザ、豚熱及び口蹄疫等の防疫対策を推進するため、農家、市町担当職員、

農協等職員、開業獣医師等を対象に、連絡会議及び防疫演習を開催した。 

病名 回数 内容 

高病原性鳥インフルエンザ、豚熱、口蹄疫 2 防疫演習、連絡会議 

 

（3） 家畜衛生対策による生産性向上推進対策 

ア 家畜生産性低下疾病低減事業 

飼養形態の多様化に伴い、混合感染症、不顕性に経過する慢性疾病等の発生が増加し、経済的

損失が問題となっていることから、これら生産性を阻害する疾病群について、その発生動向を把握

するための調査及び防除指導を実施した。 

畜種 調査対象疾病 調査戸数 調査頭羽数 

牛 牛サルモネラ症    1    2,499 
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（4） 畜産物安全性確保対策 

ア 生産衛生管理体制整備事業 

食品の安全性確保手法として優れたＨＡＣＣＰ（危害分析重要管理点）方式を家畜の生産段階

に導入し、農場における安全性確保体制を整備するため、調査・検査及び指導を実施した。 

畜種 対象農場数 指導回数 備考 

牛 3  5  ・定期的運用確認の指導 

・一般衛生管理プログラムについての指導 

・教育訓練、内部検証 
豚 1  3  

 

イ 動物用医薬品危機管理対策事業 

（ｱ） 動物用医薬品使用実態調査 

動物用医薬品の畜産物への残留防止を図るため、獣医師からの指示書に基づく動物用医薬品

の使用者に対し、指示書の確認、使用状況等の確認及び適正使用に係る指導を実施した。 

対象農場 戸数 結果 

肉用牛 3  適正 

養豚 1  適正 

 


